
 

 

 

1 

 

議
案
第
２９
号 

深
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

反
対
討
論 

存
続
を
求
め
る
署
名
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。
市
民
の
声
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
く
れ
よ
ん
館
の
令
和
８
年
廃
止
方
針
は
、
市
民
の
合
意
が
充
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
。
く
れ
よ
ん
館
の

無
償
譲
渡
は
、
本
来
市
が
負
担
す
べ
き
、
維
持
管
理
の
費
用
や
仕
事
を
萱
場
自
治
会
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
経
費
削
減
の
た
め
、
必
要
以
上
に
公
共
施
設
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
泉 

誠 

 

２
月
の
議
員
全
員
協
議
会
で
く
れ
よ
ん
か
ん
の
廃
止
方
針
が
議
員
に
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
４
月

に
入
り
、
く
れ
よ
ん
か
ん
の
利
用
団
体
に
説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
各
団
体
の
参
加
者
が
限
定
さ
れ
た
。 

い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
く
れ
よ
ん
か
ん
を
利
用
し
て
い
る
。
く
れ
よ
ん
か
ん
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
と
て
も
利

用
し
や
す
い
施
設
で
、
新
耐
震
の
し
っ
か
り
し
た
建
物
で
あ
る
。
住
ま
い
の
近
く
に
あ
り
市
民
の
拠
り
所
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
身
近
な
公
共
施
設
く
れ
よ
ん
か
ん
を
廃
止
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。 

 

鈴
木 

三
男 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
、
利
用
者
と
近
い
運
営
の
く
れ
よ
ん
か
ん
は
、
集
約
を

い
い
と
す
る
公
共
施
設
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
署
名
提
出
時
の
要
望
の
通
り
少
し
で
も
長
く
使
い
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
廃
止
条
例
に
反
対
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2004
年
建
設
の
「
く
れ
よ
ん
か
ん
」
は
新
耐
震
の
基
準
を
満
た
し
、
利
用
率
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
も
廃

止
に
よ
る
削
減
効
果
は
年
間
約
600
万
円
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、
老
朽
化
に
よ
り
更
新
時
期
を
迎
え
た
際
に

は
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
て
廃
止
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
と
し
て
い
た
パ
テ
ィ
オ
に
は
年
間
1.5
億
円

の
管
理
料
が
か
か
り
、
今
後
40
億
円
以
上
の
改
修
費
が
見
込
ま
れ
る
。
第
２
次
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

に
は
矛
盾
が
あ
り
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
理
由
と
す
る
廃
止
に
は
反
対
で
あ
る
。 

 
 
 
 

村
川 

徳
浩 

 
 賛

成
討
論 

「
深
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
よ
る
公
共
施
設
の
適
正
化
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

機
能
面
を
重
視
し
た
集
約
化
が
、
現
状
で
考
え
ら
れ
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
策
で
あ
る
と
確
信
す
る
。 

 
 

来
た
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
財
政
運
営
や
持
続
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
「
総
合
管
理
計
画
」
を
市
民
に
対
し
て
周
知
さ
せ
、
利
用
者

へ
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
本
施
設
の
代
替
活
用
の
方
針
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯
本 

哲
昭 

 

今
後
、
深
谷
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
に
よ
り
、
将
来
的
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
賛
成
と
す
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ



 

 

 

2 

 

る
。（
１
）
将
来
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
共
施
設
適
正
化
が
必
要
。（
２
）
利
用
率
が
２
２
％
と
低
い
。

（
３
）
登
録
団
体
の
活
動
が
、
他
の
公
民
館
で
代
替
可
能
で
あ
り
、
他
の
公
民
館
使
用
に
つ
い
て
、
担
当

部
署
が
丁
寧
に
対
応
す
る
。（
４
）
萱
場
自
治
会
館
と
し
て
使
用
の
意
向
が
あ
っ
た
。
以
上
、
議
案
第
２９

号
に
対
す
る
賛
成
討
論
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本 

博 

 

一
部
改
正
は
「
く
れ
よ
ん
館
」
の
廃
止
だ
が
、
賛
成
の
理
由
は
「
公
共
施
設
・
適
正
配
置
計
画
」
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
当
施
設
は
、
平
成
１７
年
５
月
に
萱
場
稲
荷
神
社
の
隣
に
開
館
し
た
。
こ
の
土
地
は
、
萱

場
在
住
の
方
々
が
、
地
域
の
為
に
と
市
に
寄
付
し
た
も
の
で
、
廃
止
後
は
萱
場
自
治
会
か
ら
自
治
会
館
と

し
て
利
用
し
た
い
と
要
望
書
が
提
出
さ
れ
協
議
中
と
の
事
で
あ
る
。
利
用
者
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る

が
、
南
公
民
館
の
稼
働
状
況
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
予
約
方
法
等
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と

を
望
む
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
深
谷
市
の
将
来
の
財
政
、
未
来
を
担
う
世
代
の
、
負
担

を
考
慮
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

健
一 

 

①
令
和
５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
２
次
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
に
既
に
廃
止
計
画
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
。
②
耐
震
性
が
あ
り
、
活
用
可
能
な
施
設
で
、
計
画
の
早
い
段
階
か
ら
活
用
策
を
模
索
し
、
こ
の

時
期
で
の
施
設
の
廃
止
は
妥
当
で
あ
る
。
③
建
物
活
用
は
、
当
初
資
料
保
管
場
所
だ
っ
た
が
地
元
自
治
会

か
ら
の
申
入
れ
に
よ
り
く
れ
よ
ん
か
ん
建
設
経
緯
等
を
勘
案
し
検
討
の
結
果
、
地
元
自
治
会
へ
の
無
償
譲

渡
を
す
る
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
間 

く
み
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

議
案
第
３１
号 

深
谷
市
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例 

 
 反

対
討
論 

使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
は
廃
止
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
は
、
稼
働
率
も

平
均
し
て
あ
る
。
実
際
、
高
齢
者
の
方
が
健
康
づ
く
り
や
教
養
を
高
め
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
施
設
で

あ
り
、
今
廃
止
す
る
必
要
は
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
久
間 

奈
々 

 

は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
は
、
高
齢
者
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
に
利
用
し
や
す
い
施
設
で
あ
り
、
新
し
い
耐
震

基
準
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
十
分
に
利
用
で
き
る
建
物
で
、
住
民
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
。

深
谷
の
魅
力
あ
る
施
設
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
存
続
を
強
く
求
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

三
男 

 

は
た
ら
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
は
市
内
１
館
だ
け
だ
が
、
小
さ
な
規
模
は
交
流
を
盛
ん
に
す
る
の
に
向

い
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難
の
面
で
も
、
集
約
よ
り
小
規
模
施
設
が
多
い
方
が
ベ
タ
ー
。
第
二
次
計
画
終
了

ま
で
存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真 

 

「
く
れ
よ
ん
か
ん
」「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
存
続
を
求
め
る
会
に
よ
る
署
名
は
、
現
在 

3479
筆
に
達
し
て

お
り
、
「
た
と
え
廃
止
と
な
っ
て
も
署
名
活
動
は
決
し
て
無
駄
に
は
し
な
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。



 

 

 

3 

 

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
す
べ
て
の
市
民
を
満
足
さ
せ
る
行
政
運
営
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
は
利
用

者
が
納
得
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
説
明
会
に
お
い
て
、
参
加
を
希
望
す
る
利
用
者

の
意
欲
を
削
ぐ
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
は
看
過
で
き
ず
、「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
の
廃
止
に
は
反
対
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
川 

徳
浩 

 

賛
成
討
論 

は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
は
、
平
成
１９
年
４
月
に
開
館
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

人
口
減
少
を
受
け
、
第
２
次
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
、
利
活
用
が
整
っ
た
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
と
し
て
示
さ
れ
た
。
利
用
団
体
か
ら
は
、
多
く
の
利
点
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
が
、
市
内
各
地
域
に
あ
る
公
民
館
施
設
等
を
代
替
す
る
こ
と
で
、
利
用
団
体
の
活
動
は
存
続
で
き
る

と
考
え
、
本
議
案
に
対
し
賛
成
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
島 

秀
樹 

 

日
本
の
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
し
ま
う
未
来
が
確
実
で
あ
り
、
公
共
施
設
の
集
約
は
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
丁
寧
な
説
明
を
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

今
井
慶
一
郎 

 

深
谷
市
の
総
人
口
は
減
少
の
見
込
み
に
あ
り
、
高
齢
化
率
も
令
和
2
年
の
段
階
で
、
国
・
埼
玉
県
と
も

に
平
均
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
事
か
ら
も
本
市
の
財
源
状
況
は
、
今
後
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
事
が
予
想

さ
れ
る
。
公
民
館
の
機
能
拡
大
に
よ
り
利
用
者
の
集
約
化
が
図
れ
る
事
、
ま
た
必
要
な
公
共
施
設
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
持
続
的
に
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
施
設
は
代
替
可
能
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

繫 

由
香 

 

議
案
第

３２
号 

深
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

反
対
討
論 

本
改
正
は
、
小
規
模
保
育
室
な
ど
の
地
域
型
保
育
事
業
者
が
条
件
を
満
た
せ
ば
、
連
携
先
を
持
た
な
く
て

も
良
い
と
さ
れ
る
規
制
緩
和
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
規
制
は
、
保
育
の
質
や
安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
深
谷
市
の
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
９
施
設
全
て
、
連
携
先
を
確
保
し
て
お
り
、
規
制
緩
和
の

必
要
も
な
い
。
ま
た
、
新
た
な
給
付
事
業
が
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
が
、
劣
悪
な
事
業
者
の
参
入
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
条
例
を
改
正
し
て
の
規
制
緩
和
は
す
べ
き
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
久
間 

奈
々 

 

議
案
第

３３
号 

深
谷
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

 

反
対
討
論 

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
規
制
緩
和
を
す
べ
き
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 

佐
久
間 

奈
々 



 

 

 

4 

 

 議
案
第

３５
号 

深
谷
市
仙
元
山
公
園
遊
園
地
条
例
を
廃
止
す
る
条
例 

 反
対
討
論 

市
民
の
多
く
が
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
存
続
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
年
間
６
～
７
万

人
の
市
外
か
ら
の
来
訪
者
が
あ
り
、
市
の
観
光
資
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
廃
止
の
本
当
の
理
由
は
「
次
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
」
で
は
な
く
、
仙
元
山
公
園
再
整
備
の
た
め
の
跡
地
利
用
に
あ
る
。
ま
ず
は
仙
元
山

公
園
再
整
備
の
青
写
真
を
示
し
た
上
で
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
廃
止
の
是
非
を
問
い
、
市
民
合
意
を
得
た
上
で

廃
止
・
存
続
を
議
論
す
べ
き
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
泉 

誠 

 

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
、
深
谷
仙
元
山
公
園
遊
園
地
条
例
で
「
児
童
、
幼
児
等
の
健
全
な
遊
び
場
を
提
供

し
・
・
・
・
」
と
し
て
、
入
園
は
無
料
だ
が
游
器
具
の
利
用
は
有
料
で
、
変
わ
り
種
自
転
車
、
バ
ッ
テ
リ
カ

ー
な
ど
低
額
で
利
用
で
き
る
。
利
用
者
は
、
深
谷
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
市
外
・
県
外
の
多
く
の
子

ど
も
た
ち
で
あ
る
。
老
朽
化
し
た
管
理
棟
は
撤
去
す
る
に
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
現
在
の
わ
ん
ぱ

く
ラ
ン
ド
は
、
簡
易
事
務
所
や
簡
易
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
、
新
し
い
施
設
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
存
続
す
べ
き

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴
木 

三
男 

 

お
子
さ
ん
た
ち
の
「
ぼ
く
た
ち
の
意
見
を
き
か
な
い
で
決
ま
っ
た
の
が
い
ち
ば
ん
悲
し
い
。
大
人
が
信
じ

ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
「
意
見
表
明
権
」
か
ら
し
て
も
、
こ
の
決
定
は
う

ま
く
な
い
。
今
年
度
の
廃
止
は
待
っ
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真 

 

私
は
、
唐
沢
川
氾
濫
時
に
水
没
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
避
難
所
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
幼
稚
園
・
こ
ど
も
館

複
合
施
設
の
建
設
に
反
対
で
あ
る
。
そ
の
予
算
は
公
民
館
や
ふ
れ
あ
い
館
、
く
れ
よ
ん
か
ん
、
わ
ん
ぱ
く
ラ

ン
ド
に
活
用
し
、
子
ど
も
が
使
え
る
施
設
の
充
実
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
ど
も
館
を
建
設
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
遊
具
を
活
か
し
、
規
模
を
縮
小
し
た
上
で
同
地
に
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
は
経
費
削
減
が
目
的
で
あ
り
、
単
純
な
施
設
の
廃
止
で
は
な
く
、
活
用
可
能

な
施
設
は
最
大
限
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
川 

徳
浩 

 

賛
成
討
論 

高
度
経
済
成
長
に
伴
う
人
口
増
加
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
施
設
の
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
現
在
そ
の
多
く
は
老
朽
化
を
迎
え
て
い
る
。
築
52
年
経
過
し
た
「
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
」

の
維
持
に
は
、
多
額
の
改
修
費
や
建
替
え
費
用
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
財
政
運
営
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
今
回
の
適
正
配
置
計
画
を
実
行
す
る
事
で
、
子
育
て
世
代
だ
け
で
は
な
く
、

幅
広
い
世
代
に
、
よ
り
良
い
資
産
を
引
き
継
い
で
い
け
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る 

繫 

由
香 

 



 

 

 

5 

 

深
谷
市
の
財
政
は
厳
し
く
、
持
続
可
能
な
都
市
経
営
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
建
設
か
ら
52
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
む
仙
元
山
公
園
遊
園
地
（
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
）
の
維
持
・
更
新
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
る
。
市
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
深
谷
テ
ラ
ス
パ
ー
ク
や
こ
ど
も
館
で
代
替
可
能

と
判
断
さ
れ
た
。
財
政
負
担
軽
減
と
将
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
、
施
設
の
整
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
条
例
の
廃
止
は
、
深
谷
市
の
未
来
を
見
据
え
た
適
切
な
判
断
で
あ
り
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。 

 

角
田 

義
徳 

 

「
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
」
は
、
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
、
1
次
計
画
に
お
い
て
、
建
物
面
で
は
、
廃
止
と

さ
れ
て
い
た
施
設
で
あ
る
。
老
朽
化
は
顕
著
で
、
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
等
起
き
た
場
合
は
、
市
の
監

督
責
任
が
問
わ
れ
る
。
1
次
計
画
で
先
送
り
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
た
以
上
、
2
次
計
画
に
お
い
て
、
建
物

面
、
機
能
面
と
も
に
廃
止
と
の
判
断
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
共
施
設
を

適
正
に
配
置
し
、
次
代
を
担
う
市
民
の
方
々
へ
、
大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
こ
と
こ
そ
、
今
行
う
最
良
の
策

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
間 

く
み
子 

 

請
願
第
４
号 

深
谷
市
民
の
日
制
定
を
求
め
る
請
願 

 賛
成
討
論 

昨
年
７
月
３
日
渋
沢
栄
一
翁
が
肖
像
と
な
る
新
一
万
円
札
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
深
谷
市
に
と
っ
て
大

変
な
名
誉
で
あ
る
。
私
た
ち
深
谷
市
民
が
渋
沢
栄
一
翁
の
偉
大
な
功
績
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
ま
た
次
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
郷
土
深
谷
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
民
が
深
谷
市
の
こ
と
を
考
え
る
日
「
深
谷
市
民
の
日
」

と
定
め
る
本
請
願
に
賛
成
の
立
場
か
ら
の
討
論
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

柿
澤 
祐
介 

 

請
願
第
５
号 

仙
元
山
公
園
遊
園
地
（
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
）
の
廃
止
方
針
に
つ
い
て
、
慎
重
な
議
論
と
再
検

討
を
求
め
る
請
願 

 反
対
討
論 

ま
ず
、
５６９９
筆
の
署
名
を
添
え
た
「
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
存
続
を
求
め
る
要
望
書
」
が
市
に
提
出
さ
れ
た

事
は
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
請
願
要
旨
に
あ
る
、
当
該
施
設
の
廃
止
方
針
に
対
し
、
慎
重
な
議

論
を
行
っ
た
上
で
、
結
論
を
出
す
事
と
あ
る
が
、
深
谷
市
議
会
全
議
員
は
、
全
て
の
議
案
に
対
し
、
慎
重

な
議
論
を
行
い
採
決
に
臨
ん
で
い
る
。
廃
止
に
賛
成
の
理
由
は
、
一
義
的
に
は
「
公
共
施
設
・
適
正
配
置

計
画
」
に
よ
る
も
の
で
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
深
谷
市
の
将
来
の
財
政
、
未
来
を
担
う

世
代
の
、
負
担
を
考
慮
し
、
本
請
願
は
不
採
択
と
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

清
水 

健
一 
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賛
成
討
論 

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
管
理
棟
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
適
切
な
時

期
に
解
体
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
他
の
施
設
や
遊
具
に
つ
い
て
は
、
5,000
人
超
の
署
名
と
い
う
市
民
の
意

思
を
重
く
受
け
止
め
、
有
効
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
再
検
討
と
議
論
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
こ

ど
も
館
は
代
替
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
主
張
に
照
ら
せ
ば
、
複
合
施
設
建
設
時
に
お
い
て
も
安
易
な
賛
成
で

は
な
く
、
多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
慎
重
な
議
論
を
尽
く
す
姿
勢
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。 

村
川 

徳
浩 

 

 

請
願
第
６
号 

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
」
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願 

 

賛
成
討
論 

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
の
請
願
は
、
医

療
現
場
や
介
護
現
場
で
働
い
て
い
る
み
な
さ
ん
か
ら
、
現
場
の
過
酷
な
現
状
、
医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
員
、

保
健
師
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
医
療
崩
壊
や
介
護
崩
壊
が
起
き
か
ね
な
い
。
災
害
対
策
や
感

染
症
対
策
に
備
え
る
た
め
に
も
必
要
な
人
員
を
国
の
責
任
で
確
保
し
、
対
策
の
中
心
の
公
立
病
院
や
保
健

所
の
拡
充
と
機
能
強
化
を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。
請
願
者
の
思
い
を
理
解
さ
れ
、
議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願

い
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴
木 

三
男 

 

請
願
第
７
号 

「
く
れ
よ
ん
か
ん
」「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
の
廃
止
方
針
に
つ
い
て
、
慎
重
な
議
論
と
再

検
討
を
求
め
る
請
願 

 

反
対
討
論 

 

「
深
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
よ
る
公
共
施
設
の
適
正
化
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

機
能
面
を
重
視
し
た
集
約
化
が
、
現
状
で
考
え
ら
れ
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
策
で
あ
る
と
確
信
す
る
。 

来
た
る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
財
政
運
営
や
持
続
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
「
総
合
管
理
計
画
」
を
市
民
に
対
し
て
周
知
さ
せ
、
利
用
者

へ
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
本
施
設
の
代
替
活
用
の
方
針
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
本
請
願
に
反
対
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯
本 

哲
昭 

賛
成
討
論 

公
共
施
設
の
廃
止
は
、
市
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
く
れ
よ
ん
か
ん
の
廃
止
を
２
月
発

表
、
６
月
確
定
で
は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
短
く
、
市
民
へ
の
周
知
や
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
。
第
２
次
公

共
施
設
適
正
配
置
画
に
も
令
和
14
年
ま
で
に
廃
止
と
あ
る
が
、
令
和
８
年
度
廃
止
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

く
れ
よ
ん
か
ん
の
廃
止
つ
い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
も
、
慎
重
な
議
論
と
再
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
、
当
請

願
は
採
択
す
べ
き
と
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
泉 

誠 
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請
願
第
８
号 

「
く
れ
よ
ん
か
ん
」「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
の
廃
止
方
針
に
つ
い
て
、
慎
重
な
議
検
と 

再
検
討
を
求
め
る
請
願 

 

反
対
討
論 

前
向
き
な
明
日
の
未
来
、
明
日
の
深
谷
を
見
た
結
果
、
こ
の
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
中
で
こ
れ
を
計

画
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
理
解
し
前
向
き
に
進
ん
で
い
け
ば
と
思
う
。 

 
 
 
 
 

今
井 

慶
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛
成
討
論 

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
は
市
内
１
館
だ
け
だ
が
、
小
さ
な
規
模
は
交
流
を
盛
ん
に
す
る
の
に
向
い
て
い

る
。
災
害
時
の
避
難
の
面
で
も
、
集
約
よ
り
小
規
模
施
設
が
多
い
方
が
ベ
タ
ー
。
第
二
次
計
画
終
了
ま
で

存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

請
願
第
９
号 

国
に
「
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
廃
止
を
求
め
る
意
見
提 

出
を
求
め
る
請
願
書 

 

反
対
討
論 

昨
年
１
０
月
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
事
業
者
間
の
取
引
の
消
費
税
額

を
正
確
に
把
握
し
、
よ
り
公
正
な
税
制
を
実
現
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
我
々
公
明
党
も
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入

以
前
か
ら
、
事
業
者
か
ら
様
々
な
声
を
頂
い
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
耳
を
傾
け
る
べ
き
点
が
多
く
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。「
廃
止
」
で
は
な
く
、
も
う
一
重
、
丁
寧
に
現
場
の
声
を
聞
き
、「
改
善
」
を
求
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
坂
本 

博 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
必
要
理
由
に
、
①
取
引
に
お
け
る
消
費
税
額
を
正
確
に
把
握
す
る
。
②
正
確
な
税
率

を
確
認
す
る
。
③
不
正
や
ミ
ス
を
防
ぐ
と
し
て
い
る
。
預
か
っ
た
消
費
税
が
国
に
納
め
ら
れ
ず
、
利
益
と
し

て
手
元
に
残
る
、
つ
ま
り
益
税
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
、
消
費
税
制
度
に
対
す
る
信
頼
は
高
ま
る
。
免
税
事

業
者
に
対
し
、
課
税
事
業
者
か
ら
の
取
引
に
つ
い
て
懸
念
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
中

止
す
る
理
由
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
間 

く
み
子 

 

賛
成
討
論 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
、
小
規
模
事
業
者
（
全
事
業
者
の
84
・
５
％
）
の
経
営
を
納
税
と
煩
雑
な
事
務
負

担
で
苦
し
め
、
自
民
党
県
議
団
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
の
意
見
書
を
可
決
す
る
ほ
ど
、
県
内
経
済
を
停
滞
さ

せ
て
い
る
。
免
税
点
制
度
は
小
規
模
事
業
者
の
経
営
に
配
慮
し
た
制
度
で
あ
り
、
預
か
っ
た
消
費
税
で
儲
け

て
い
る
と
い
う
指
摘
は
間
違
い
だ
。
地
域
経
済
を
停
滞
か
ら
成
長
へ
と
転
換
さ
せ
る
た
め
に
も
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
泉 

誠 
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県
議
会
で
昨
年
12
月
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
や
衆
参

の
議
長
を
は
じ
め
６
人
の
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
。
深
谷
市
議
会
と
し
て
も
市
内
中
小
業
者
を
支
援
す
る
た

め
に
、
事
業
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
の
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
と
消
費
税
の
申
告
、
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
、
税
負
担
と
事
務
負
担
が
増
え
る
。

消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
に
よ
る
事
業
者
支
援
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 

 

鈴
木 

三
男 

 

複
業
化
が
進
み
、
好
き
な
こ
と
で
の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
も
増
え
て
い
る
。
新
規
起
業
、
社
会
移
動
の

ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
事
務
負
担
は
大
き
い
。
廃
止
で
な
く
見
直
し
が
妥
当
と
い
う
議
論
も

あ
る
が
、
制
度
自
体
の
廃
止
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

真 

  


